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8 打ち上げ 
GHSはアメリカの民間ロケットで
国際宇宙ステーション（ISS）へ輸送
され、宇宙飛行士によって衛星軌道
に投入。その後、海外の学生と人工
衛星を介した音声通信などを行う
プログラムを普通科高校も交えて
開始します！

工学部の研究室に設置された管制室

7 引き渡し準備・完成 
JAXAが定める安全基準を満
たし、ロケット打ち上げ時の振
動や宇宙空間での
動作確認を実施。
2 0 2 4 年 12 月に
JAXAへの引き渡し
を完了しました。

高校生が製作した人工衛星を打ち上げ！
宇宙への関心を将来へつなぐ実践教育
複数の高校の生徒が共同で人工衛星の製作から運用までを行う「ぎふハイスクール
サット（GHS）プロジェクト」。2016年の宇宙工学講座開講当時から、高校と大学をつ
なぐ実践的な人材育成プログラムとして計画しました。岐阜県や県内高校の先生の支
持、県内企業の協力、JAXAなど関係機関との連携により実現しました。手探りの試み
でしたが、高校生の熱意に大いに刺激を受けました。今後も宇宙に関する学びの機会を
広げる活動を続けていきます。

▶GHSプロジェクトの取り組み

1 人工衛星の学習と構想 
プロジェクトは岐阜大学で開催
されたキックオフイベントでス
タート。県内企業と高校生がグ
ループワークを行い、「打ち上げ
た人工衛星で何をするか」を議
論。人工衛星の学習キットを活
用し、仕組みや実験・評価方法
について学びました。

2 ミッション決定
人工衛星のサイズや重量の制
限内で搭載可能な太陽電池の
数などを計算。それに基づき、
高校生が出したアイデアを「こ
の電力で実現できるか」先生た
ちが検討。その結果、ミッショ
ンを「画像撮影」「音声通信」に
決定しました。

3 設計 
高校・大学の教員が、筐体（フ
レーム）や電子回路の基本設
計、電源システムの検討、部品
の選定を実施。協力企業に回
路基板の製作を依頼しました。
GHSプロジェクトには岐阜大
学の学部生・大学院生も指導に
携わりました。

4 初号試作機製作 
GHS初期モデルを製作し、筐
体や電子回路が打ち上げ時の
振動や宇宙空間の温度変化

（－150～80℃）に耐えられる
かをテスト。金属棒をボルト
留めしたフレームでは、振動試
験でボルトが外れるなどの課
題が見つかりました。

5 試作機製作・環境試験 
筐体をネジ止め不要の削り出
しによる一体型に改良。電源用
のリチウムイオン電池は振動
試験や真空試験を実施し、30
本の候補から良品の2本を選
定。改良版の試作機を計4機製
作し、完成形に近づけていきま
した。

6  フライトモデル製作・
射出確認

実際に宇宙へ飛ばす最終モデ
ルに精密部品を組み込み、耐振
動性や表面のざらつきが射出
時に問題とならないかなどを確
認。NGなら分解・修正と再テス
トを繰り返し、安全審査をクリ
アしました。

Mission

01
 地球からの指令により、
宇宙から地球を撮影し
画像を地球へ送信

Mission

02
 宇宙から無線で地球へ
発信（誰もが無線で受信
可能）

※ 人工衛星は地上から約400kmの高さ
の軌道を1周約90分で周回

Q.参加したきっかけは？
木村さん　1年生のとき仲のいい先輩に誘わ
れたのがきっかけです。
日比野さん　先生に勧められました。天体観
測が好きで、高校生から宇宙に関われるのは
魅力的でした。

Q.どんな役割を担当しましたか？
木村さん　筐体やテスト用治具など広く関わ
りました。アンテナの形状や位置、大きさの
制約が多く、何度もトライしました。
日比野さん　電池のテストを担当しました。
測定治具の形状から測定結果グラフの見方ま

で苦労しましたが、先輩方から受け継ぎ積極
的に関わりました。

Q.学んだことや今後の目標は？
木村さん　モノの性質がわかるおもしろさ
や自分で考えてつくる楽しさを味わい、機械
系の知識が身に付きました。将来、人が行け
ない場所で働くロボットの開発に挑戦した
いです。
日比野さん　技術だけでなく、他校の生徒や
大学の先生とも関わり、人とつながる楽しさ
を学びました。卒業後は工業高校の実験助手
になります。

参加した高校生の声
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G H S の 機 能

ミ ッ シ ョ ン

【小型人工衛星「GHSモデル」仕様】
寸法：縦10cm×横10cm×高さ約20cm（２ユニット）　重量：1.6kg
搭載機器：コンピュータ、カメラ、バッテリー、太陽電池パネル

スペック

外観には高校生のアイ
デアでGHSのマスコット
キャラを描きました！

岐阜県立岐阜工業高等学校 電子工学科岐阜県立岐阜工業高等学校 電子工学科

木村 勇翔木村 勇翔  さん（右）さん（右）

岐阜県立大垣工業高等学校 電子工学科岐阜県立大垣工業高等学校 電子工学科

日比野 碧海日比野 碧海  さん（左）さん（左）

2025
打ち上げ

外 観 構 造

ぎふハイスクールサットプロジェクト

工学部機械工学科 機械コース

西田 哲 准教授

完成

岐阜かかみがはら航空宇宙博物館をご視察された
天皇皇后両陛下に、GHSの取り組みを説明しました

（2024年10月15日）

写真提供：岐阜県

衛星設計・製作役割分担（発足時）

電力チーム  大垣工業高校

構造・筐体チーム  岐阜工業高校

制御チーム  可児工業高校
無線通信チーム  岐南工業高校

岐阜県内企業
技術補助・アドバイス

岐阜大学
プロジェクト事務局・運営・技術協力

人工衛星の
打ち上げが

楽しみで
す!

太陽光パネル
6面に貼り付けた太陽光パ
ネルで電力を供給。

アンテナ
地上からの指令受信と、地
上へのデータ送信を行う。

カメラ
衛星の姿勢制御用や地上
観察用など計6個搭載。

姿勢制御システム
永久磁石を利用し、地
磁気に沿って姿勢を
安定。

無線機
カメラの画像や音声
データをアンテナから
送信。

マイクロコンピュータ
2 基 のコンピュータ
で幅広い測定を行う
GHSの心臓部。

筐体
金属の塊から削り出し
た高精度・高強度のフ
レーム。
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